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2020年 創業150周年に向け、
重点施策を着実に実行してまいります。

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、
力強さを欠くものの、雇用状況の改善は継続し、政府
による経済対策効果などから企業収益が良好に推移
するなど、緩やかな景気の回復基調をたどる一方、海
外の政情不安に加え、円高や根強い世界経済の先行
き不透明感が重石となり景気の先行きは不透明な状
況で推移しております。
当社グループの関連業界では、住宅業界において

は、消費税増税の延期により見込まれていた駆け込み
需要が先送りになるものの、住宅着工戸数は高水準で
推移しております。また、土木建設業界においては、都
市部の再開発や建築物の補修・改修工事の需要およ

び道路、鉄道などのインフラ整備並びに維持修繕の需
要の高まりは継続しており、公共投資の増加も期待さ
れており、自動車業界においては、九州地区の震災に
よる影響が一巡し改善傾向が見られ始めております。
このような状況のもと、当社グループにおいては、

平成30年3月期を目標到達年度とする中期経営計画
の基本戦略に従い事業を推進してまいりました。
その結果、当第2四半期連結累計期間における当社

グループの業績は、売上高573億29百万円(前年同
四半期比1.7%増)、営業利益26億21百万円(前年同
四半期比0.2%減)、経常利益24億円(前年同四半期比
10.5%減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は15
億99百万円(前年同四半期比11.5%増)となりました。

さて、当社は4年後の2020年には創業150周年を
迎えることとなります。ボンドセグメントにおいては、コ

ア事業と位置づける汎用、住宅関連、建設関連事業で
販売の拡大、次の柱となる土木、産業資材分野、海外
への積極展開を図ってまいります。化成品セグメント
においては、組織の構造改革を進め、部門や国内外を
問わず、成長する分野、地域に照準を合わせ、コア事業
での販売を拡大するとともに、新規商材、新規顧客の
開拓を図り商品の高付加価値化と海外への進出を実
現できる体制の構築を目指してまいります。また、今期
より関連会社3社を中心に展開する土木建築請負事
業を、ボンド、化成品に次ぐ土木建設工事セグメントと
し、更なる事業展開を図ってまいります。
株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層の

ご支援、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長 横
よ こ

田
た

 隆
たかし

株主の皆様へ
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第2四半期累計期間 通期 （百万円） 第2四半期累計期間 通期 （百万円）

第2四半期累計期間 通期 （円） 中間 期末 （円）

第2四半期累計期間 通期 （百万円） 第2四半期累計期間 通期 （百万円）

個別財務ハイライトについてはP.8をご覧ください ▼ ▼ ▼

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

57,329
百万円

前年同四半期比 前年同四半期比 前年同四半期比 前年同四半期比

1.7％増

43.51 円

2,621
百万円 0.2％減

2,400
百万円 10.5％減

1,599
百万円 11.5％増

（2016年4月1日～2016年9月30日）

11 円

2020年 創業150周年に向け、
重点施策を着実に実行してまいります。

※普通配当 15円
株式会社設立90周年記念配当 5円
2016年4月1日を効力発生日として、普通株式を1株につき2株の割合をもって
分割しております。2016年3月期以前の配当については、当該株式分割前の実際
の配当金の額を記載しております。2017年3月期における中間配当金および期
末配当金(予想)については、当該株式分割の影響を考慮して記載しております。

2016年4月1日を効力発生日として、普通株式を1株につき2株の割合を
もって分割しております。2017年3月期における1株当たり四半期純利
益および1株当たり当期純利益（予想）については、当該株式分割後の発行
済株式総数(自己株式数を除く)により算定しております。

第2四半期累計期間 連結財務ハイライト

ポイント解説

■ボンドセグメントは住宅着工戸数の増加により、住関連市場を中心に売上を
伸ばしました。
■インフラおよびストック市場での補修改修・補強工事需要は継続しており、
土木建設工事セグメントでの工事請負事業が売上を伸ばしました。
■営業利益は、原材料コストの下落によりボンドセグメントは利益を押し上げま
したが、化成品・土木建設工事セグメントの落ち込みがあり、全体としては前
年同四半期並みとなりました。

1株当たり四半期（当期）純利益 1株当たり中間（期末）配当金
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「ボンド」ブランドの接着剤、シーリング材、工
業用テープ、離型剤、ワックスなどを製造する
メーカーとしての活動を行っています。ボン
ドセグメントが関わる分野は、住まいの内外
装工事に使用される住宅関連分野、ビル・マ
ンション、橋・トンネルなどを直す際に使用
される土木建築関連分野、工場の生産ライン
で使用される産業資材関連分野、工作・DIY
で使用される一般家庭用関連分野など多岐に
わたります。浦和と大阪に研究開発拠点を備
え、製品の開発・改良を行っています。生産拠
点は滋賀工場・栃木工場・浦和工場の3拠点
です。また、滋賀と栃木には自社で物流セン
ターを構え、スピーディーな出荷とお客様へ
のサービス向上を目指し運営しています。

新設住宅着工戸数増加や他社製品切替が進み、現場にて使用される内装用接着剤やタイル
用接着剤、建材二次加工用接着剤が増加しました。

住宅関連

建築関連では、震災の影響を受けている九州
地区では補修材やシーリング材が大きく伸長
しましたが全体では微増となりました。土木
関連においては、前期まで好調だった表面保
護に使用される材料の販売が低調に推移しま
した。

土木建築関連

紙関連用途向け水性接着剤、パネル用途向け
のウレタン系接着剤が引き続き順調に売上を
伸ばしました。

産業資材関連

防水スプレーシリーズは定番導入が進み売上
を伸ばしましたが、100円均一ショップの販
売ルートは微減となりました。

一般家庭用関連

事 業 内 容
売上高構成比

49.4％

セグメント構成

コニシ㈱　ボンド営業本部
水口化学産業㈱　ボンドケミカル商事㈱　ボンド販売㈱　ボンド物流㈱　
ウォールボンド工業㈱　サンライズ・エム・エス・アイ㈱　㈱スタイル運輸　
科昵西貿易（上海）有限公司　科陽精細化工（蘇州）有限公司
KonySunriseTradingCo.,Ltd.（タイ）
KonishiLemindoVietnamCo.,Ltd.（ベトナム）

28，332

2,393

百万円

百万円

前年同四半期比　 +2.1％

前年同四半期比　 +9.8％

売上高

営業利益

当第2四半期連結累計期間の概況ボ ンド

注：平成28年4月1日付で矢沢化学工業㈱は、ウォールボンド工業㈱に社名変更しております。

セグメント別の状況
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売上高構成比 売上高構成比

企業間を結ぶ化学品専門商社として、メー
カーから原料を仕入れて、ユーザーに販売す
るといった活動を行っています。化学品、塗料、
電子電機、自動車、生活資材などの分野を中心
に、中国、台湾、タイ、インド、インドネシアの
海外拠点とも連携を図りお客様のニーズにお
応えしています。

高速道路や鉄道、学校や病院など
の補修・補強や耐震化工事を請け
負い、現場の施工管理を行う工事
請負事業および橋梁・高速道路の
工事における新設上部床板工事業
を主たる事業として行っています。

事 業 内 容 事 業 内 容
43.6％ 6.7％

セグメント構成

コニシ㈱　化成品営業本部
丸安産業㈱　科昵西貿易（上海）有限公司　PT.KONISHIINDONESIA（インドネシア）　
KonySunriseTradingCo.,Ltd.（タイ）　KFInstrumentsIndiaPvt.Ltd.（インド）　
台湾丸安股份有限公司　

化 成 品 土 木 建 設 工 事

そ の 他 化学品データベースシステムの販売および不動産賃貸業と
なり、売上高1億72百万円(前年同四半期比49.7％減)、営業
利益は22百万円(前年同四半期比4.6％減)となりました。

化学工業および電子・電機業界向け
化学工業業界向けは減少しましたが、
新たに納入を開始したセンサー用や
中国の電気バス用などの電子・電機
業界向け商材は好調に推移しました。

ハイブリッド車を中心に
使用される部材の増加が
継続しており大きく売上
を伸ばしました。

自動車業界向け
住宅用、建築用、自動車補修用
塗料の需要は低迷しており、
塗料向け商材全般が低調に推
移しました。

塗料業界向け

当第2四半期連結累計期間の概況

インフラおよびストック市場における
補修・改修・補強工事が堅調に推移し、
また、受注物件も順調に完工したため
売上を伸ばしました。

当第2四半期連結累計期間の概況

セグメント構成
ボンドエンジニアリング㈱　近畿鉄筋コンクリート㈱　コニシ工営㈱

セグメント構成
コニシ㈱　不動産部門　日本ケミカルデータベース㈱

24,980

98

百万円

百万円

前年同四半期比　 +0.2％

前年同四半期比　 －64.7％

売上高

営業利益

3,843
107

百万円

百万円

前年同四半期比 +14.7％

前年同四半期比 －28.1％

売上高

営業利益
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～旧小西家住宅紹介～
大阪船場、道修町の堺筋沿いにひときわ目立つ漆黒の館。
今回は旧小西家住宅をご紹介させていただきます。
　当社は、古くから“くすりの町”として栄え
ていた大阪の道修町において初代小西儀助が
明治３年(1870年)に薬種商を創業したことに
始まります。その後、関西で初めて洋酒の製造
に乗り出すなど、次々と新規事業を興し、二代
目小西儀助のたぐいまれな商才によって店は
繁盛店へと発展をとげました。
　明治33年(1900年)、二代目儀助は道修町通
りと堺筋が交差する角地に320坪余りもの敷
地を購入し、木材集めから細部の意匠にまで
こだわり約3年もの月日をかけて明治36年

(1903年)に旧小西
家住宅を完成させ
ました。住人は多い
ときで家人と従業
員、使用人あわせて
50人以上と大阪で

も屈指の大所帯で、従業員た
ちは家族とともに寝起きし、
日常生活も含めて厳しく躾
けられたといいます。サント
リー創業者である鳥井信治郎氏は二代目儀助
の時代に奉公し、洋酒の造り方やブレンド技
術を身に付けました。現在、日本経済新聞朝刊
に掲載されている伊集院静氏の連載小説「琥
珀の夢－小説、鳥井信治郎と末裔」では鳥井氏
の丁稚奉公時代も描写されており、当時の様
子がしのばれます。
　この旧小西家住宅は平成６年(1994年)まで
当社の本社オフィスとして使用しており、現
在も子会社のボンドケミカル商事の事務所と
して店舗棟の一部を使用しております。また、
平成13年(2001年)には文部科学大臣により
国の「重要文化財」に指定されました。

特集

1 西南側より見た全景。店舗棟、居住棟、蔵が並ぶ表屋造が特徴。
2 二代目小西儀助
3   大正9年(1920年)の旧小西家住宅。写真にもあるように創建
時には3階建であったが、関東大震災後に地震に弱いという
理由で3階部分は撤去され、ほぼ現在のような外観ができ上
がった。

4   道修町通りに面する堂々とした表屋造の正面。
5   レンガ積みの「へっつい」や井戸がある通り庭。番頭格は板床
で、丁稚使用人たちは土間で慌ただしく食事をとるのが常で
あったという。

6 2階の夫人の居室。琵琶床や平書院を備えた床構え。
7   1階の儀助の居室。屋敷建造にあたり、儀助は全国から良材
を集めた。その一端がこの座敷にも垣間見える。近年まで社
長室であった。

8 座敷より前栽を望む。左奥が衣装蔵。
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栃木工場が設立30周年を迎えました！ 「鋼製パネル用接着剤」の販売が好調です！

高崎営業所が移転し、前橋営業所に名称変更しました。

　栃木工場は昭和61年に操業を開始し、今年で30周年を迎える
ことができました。
　30年前の設立当時は、主にエポキシ樹脂系接着剤と酢酸ビニ
ル樹脂系溶剤型接着剤の2種類を製造しておりましたが、現在で
は合成ゴム系接着剤、ウレタン樹脂系接着剤、変成シリコン系接
着剤を加えて大きく成長いたしました。今後も、栃木工場が40周
年、更に50周年を迎えられるように、邁進していきます。

　保冷トラックのサイドパネルやド
アパネル、または玄関ドアなどの鋼製
ドアパネルに使用される接着剤、
「KU500シリーズ」の販売が好調です。
　パッと見た感じは、1枚の金属製の
板のように見えるこれらのパネルで
すが、アルミなどの面材の間に、ポリ
スチレンフォームやハニカムコアと
呼ばれる芯材をサンドイッチした構成になっています。接着剤を多条ビート状に塗
布し、貼りあわせを行い加熱プレスにて接着させます。

　鋼製パネル用接着剤の販売数量はここ5年で約2倍と
なっており、今後ますます増加が期待される接着剤です。

　平成28年6月27日 よ
り新事務所での営業を開
始しました。群馬県内お
よび新潟、長野エリアへ
のアクセスが良く、営業
活動を効率的に行うこと
が可能となりました。工業用分野や土木建設分野でのさらなる拡販をめざし、新規需
要を取り込むべく活動をしています。

TOPICS

平成9年の航空写真

現在の栃木工場

平成26年の航空写真

接着剤塗布場面鋼製パネル構成図

トラックの
サイドパネルにも使用

玄関ドアにも
採用
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投資その他の資産
8,595

無形固定資産
983

有形固定資産
15,688

現金及び預金
17,117

投資その他の資産
8,500

無形固定資産
784

有形固定資産
15,386

現金及び預金
18,734

流動資産

61,721

固定資産

25,267

流動資産

61,177

固定資産

24,671

資産合計

86,988
資産合計

85,849

その他の
包括利益累計額

2,109

株主資本
45,236

非支配株主持分
2,686

流動負債
31,685
固定負債
5,269

非支配株主持分
2,687

その他の
包括利益累計額
1,691

株主資本
46,467

流動負債
29,794
固定負債
5,208

負債・純資産合計

86,988

負債

36,955

純資産

50,032

負債・純資産合計

85,849
負債

35,002

純資産

50,846

前連結会計年度末
平成28年3月31日現在

前連結会計年度末
平成28年3月31日現在

当第2四半期連結会計期間末
平成28年9月30日現在

当第2四半期連結会計期間末
平成28年9月30日現在

（百万円）

前第2四半期連結累計期間
平成27年4月1日～平成27年9月30日

当第2四半期連結累計期間
平成28年4月1日～平成28年9月30日

資産の部 負債・純資産の部

資産は、現金及び預金が16億16百万円増加した
ものの、受取手形及び売掛金が23億4百万円、有
形固定資産が3億2百万円、無形固定資産が1億
98百万円、投資有価証券が1億1百万円減少した
こと等により、前連結会計年度末に比べ11億39
百万円減少しました。

負債は、支払手形及び買掛金が9億62百万円、未
払法人税等が6億27百万円減少したこと等によ
り、前連結会計年度末に比べ19億52百万円減少
しました。純資産は、為替換算調整勘定が3億30
百万円減少したものの、利益剰余金が12億31
百万円増加したこと等により、前連結会計年度
末に比べ8億13百万円増加しました。

POINT

POINT

資産

負債・純資産

連結貸借対照表

連結損益計算書

売上高

56,373

営業利益

2,626

経常利益

2,682

親会社株主に帰属する
四半期純利益
1,434

売上高

57,329

営業利益 経常利益 税金等調整前
四半期純利益

営業外
費用

売上原価
販売費及び一般管理費

47,468
7,239

営業外
収益
233 454

親会社株主に帰属する
四半期純利益

2,621 2,400 1,5992,332

特別損失
70

特別利益
2

非支配株主に帰属する
四半期純利益
110

法人税等
622

連結財務諸表

（百万円）

1 2

1

2
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売上高

経常利益・四半期（当期）純利益

営業利益

総資産・純資産・自己資本比率

0

25,000

75,000

100,000

50,000

0

2,000

4,000

5,000

1,000

3,000

0

2,000

4,000

5,000

1,000

3,000

0

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

14.0

28.0

56.0

70.0

42.0

14.3 15.3 16.3 14.3 15.3 16.3

14.3 15.3 16.3 14.3 15.3 16.3

40,485 40,000 40,658

84,348 82,221 83,693

1,709
1,263

1,479

4,018

2,649

3,452

1,961
1,568

1,908

4,333

3,033

1,283 1,103 1,188

66,032 68,068 66,981

39,586 41,982 40,673

2,720

1,862

3,867

2,524

第2四半期
会計期間末

17.3

41,495

88,730
（予想）

17.3

1,672

3,740
（予想）

17.3

2,027

4,230
（予想）

1,775

2,950
（予想）

17.3

67,693

42,027

59.9 61.7 60.7 62.1

第2四半期累計期間 通期 第2四半期累計期間 通期

第2四半期累計期間経常利益
四半期（当期）純利益

通期
第2四半期累計期間 通期

総資産 純資産 自己資本比率

現金及び
現金同等物の
期首残高

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

営業活動による
キャッシュ・
フロー

15,863 17,486

3,067 投資活動による
キャッシュ・
フロー

△765
財務活動による
キャッシュ・
フロー

△499
現金及び

現金同等物に
係る換算差額

△180

当第2四半期連結累計期間
平成28年4月1日～平成28年9月30日

（百万円）

（百万円） （百万円）

（百万円・％）（百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書

個別財務ハイライト

3
4 5

営業活動の結果得られた資金は、仕入債務の減少額が8億46百万円、法人税等の支払額が12
億62百万円あったものの、税金等調整前四半期純利益が23億32百万円、減価償却費が8億98
百万円、売上債権の減少額が21億10百万円あったこと等により30億67百万円となりました。

POINT 営業活動によるキャッシュ・フロー3

投資活動の結果使用した資金は、有形固定資産の取得による支出が７億１百万円
あったこと等により７億65百万円となりました。

POINT 投資活動によるキャッシュ・フロー4

財務活動の結果使用した資金は、配当金の支払額が３億67百万円あったこと等に
より４億99百万円となりました。

POINT 財務活動によるキャッシュ・フロー5
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東京本社

1925年（大正14年）9月25日

46億3百万円

連結1,286名、単独737名

4956

〒541-0045 大阪市中央区道修町1丁目6番10号
〒541-0045 大阪市中央区道修町1丁目7番1号
 北浜TNKビル
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町2丁目3番地
 竹橋スクエア
名古屋、福岡、横浜、札幌
仙台、栃木、前橋、静岡、金沢、広島、高松、沖縄
栃木工場、浦和工場、滋賀工場
浦和研究所、基礎研究所、大阪研究所
栃木物流センター、滋賀物流センター

設　　 立

資 本 金

従 業 員 数

証券コード

事 業 所 本　 店
大阪本社

　
東京本社

　
支　 店
営 業 所
製造拠点
研 究 所
物流拠点

代 表 取 締 役 社 長 横 田 隆
取締役常務執行役員 日下部 悟
取締役常務執行役員 有 澤 彰 三
取 締 役 執 行 役 員 須 藤 孝 也
取 締 役 執 行 役 員 井 上 孝一郎
取 締 役 執 行 役 員 大 山 啓 一
取 締 役 小 西 哲 夫
社 外 取 締 役 髙 瀬 桂 子
社 外 取 締 役 木 村 亮

常 勤 監 査 役 東 郷 正 人
社 外 監 査 役 狩 野 仁
社 外 監 査 役 吉 川 郁 夫
執 行 役 員 野 田 昌 治
執 行 役 員 松 端 博 文
執 行 役 員 巖 利 彦
執 行 役 員 吉 川 洋 明
執 行 役 員 中 村 耕 一
執 行 役 員 高 中 喜一郎

大阪本社

大阪研究所 滋賀工場

札幌支店

仙台営業所

栃木営業所

横浜支店
前橋営業所

名古屋支店

静岡営業所

高松営業所

広島営業所

福岡支店

金沢営業所

滋賀物流センター

栃木物流センター

浦和研究所

浦和工場

基礎研究所

栃木工場

沖縄営業所

（平成28年9月30日現在）会社概要

（平成28年9月30日現在）役員

会社概要
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その他法人 5,729,547株 14.1％

（信託銀行以外）

金融商品取引業者166,857株 0.4％

金融機関 821,000株 2.0％

信託銀行 5,913,200株 14.5％
外国法人等 6,186,753株 15.2％

21,890,083株 53.8％

4,622名 92.1％

その他法人 191名 3.8％

（信託銀行以外）
金融機関 14名 0.3％

信託銀行 20名 0.4％

金融商品取引業者 32名 0.6％
外国法人等 139名 2.8％

個人その他

個人その他

40,707,440株

5,018名

所有者別株主数の分布状況

所有者別株式数の分布状況

大株主 （上位10名）

発行可能株式総数 ........................160,800,000株
発行済株式の総数 .......................... 40,707,440株
1単元の株式数 ............................................100株
株主数 .....................................................  5,018名

株主名  持株数（株）  出資比率（％）
コニシ共栄会 2,325,700 6.33
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 1,167,000 3.17

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 1,022,900 2.78
小西千代子 820,848 2.23
小西啓二 738,096 2.00
コニシ従業員持株会 714,356 1.94
GOLDMAN, SACHS & CO. REG 705,400 1.91
井上道子 690,000 1.87
小西哲夫 685,000 1.86
株式会社カネカ 684,000 1.86

（注1）日本マスタートラスト信託銀行株式会社、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所
有株式数のうち、信託業務に係る株式数はそれぞれ1,167千株および1,022千株であります。

（注2）出資比率は、自己株式（3,954,912株）を控除して記載しております。また、小数第
３位以下を切り捨てて表示しております。

3,000

2,500

1,500

500

2,000

3,000

2,500

1,500

2,000

1,000 1,000

500

0 0

株価（円） 株式売買高（千株）株式売買高株価

平成26年 平成27年 平成28年平成25年

（平成28年9月30日現在）株式の状況

株価および株式売買高の推移

ホームページ紹介
WEB S ITE

当社ホームページでは、株主・投資家の皆
様に対して、企業情報や財務情報について
積極的に情報開示を行っ
ております。より深くご理
解いただくためにも、ぜ
ひご利用ください。

アドレス
http://www.bond.co.jp/ir/index.html

平成28年４月１日を効力発生日として、普通株式を１株につき２株の割合をもって分割しております。

株式の状況

※2016年4月1日を効力発生日として、普通株式を1株につき2株の割合をもって分
割しております。



【ご注意】
1.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会
社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ
信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっております
ので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行本支店にてもお
取次ぎいたします。

3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

この印刷物は、環境に配慮しFSCの
認証紙と水なし印刷方式を採用し
ています。

大阪本社／〒541-0045 大阪市中央区道修町1-7-1 TEL 06（6228）2811
東京本社／〒101-0054 東京都千代田区神田錦町2-3 TEL 03（5259）5711

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

期末配当金受領株主
確 定 日 3月31日

中間配当金受領株主
確 定 日 9月30日

定 時 株 主 総 会 6月

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL0120-094-777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　市場第一部

公 告 の 方 法 電子公告により行う
公告掲載URL
http://www.bond.co.jp/ir/koukoku/
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得
ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

株主メモ


